
群馬県・
水上温泉 源泉湯の宿　松乃井

「
選
地
鮮
食
」の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

岩手県・
鶯宿温泉 ホテル森の風　鶯宿

「
岩
手
の
四
季
」を
映
す

山 梨 県 ・
富士河口湖温泉郷 秀峰閣　湖月

甲
州
ワ
イ
ン
豚
を
味
わ
う

新 潟 県・
松之山温泉 ひなの宿　ちとせ

里
山
な
ら
で
は
の
風
土（
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
）

長 野 県・
上諏訪温泉 浜の湯

個
室
料
亭
で
山
の
幸
を
堪
能

長野県・
白樺温泉 白樺リゾート　池の平ホテル

フ
ー
ド
ホ
ー
ル
型
の
ダ
イ
ニ
ン
グ

長 野 県・
湯田中温泉 一茶のこみち美湯の宿

原
木
シ
イ
タ
ケ
が
大
人
気

富 山 県・
金太郎温泉 金太郎温泉　光風閣

選
べ
る
会
席
で
富
山
の
旬
を
満
喫

静岡県・
稲取温泉 稲取銀水荘

新
た
な
ス
タ
イ
ル
で
料
理
提
供

兵庫県・
湯村温泉 朝野家

最
高
品
質
の
松
葉
ガ
ニ

こ
だ
わ
り
の
宿（
料
理
編
）特
集
　
関
連
６
～
７
面

お
も
て
な
し
が
息
づ
く
美
食

軒

締め切り：月日（金）

⇩

投票
＼　推しのお宿　／

受け付け中

ス
テ
ー
ジ
キ
ッ
チ
ン
も
あ
る
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

会
場

　
源
泉
湯
の
宿
　
松
乃
井

（
戸
澤
千
秋
社
長
、
２
３
２

室
）
は
、
自
家
源
泉
の
露
天

風
呂
や
大
浴
場
の
魅
力
に
加

え
、
「
選
地
鮮
食
」
を
ポ
リ

シ
ー
に
食
材
、
調
理
に
こ
だ

わ
っ
た
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
評
価

が
高
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多

い
。

　
夕
食
の
ビ

ュ
ッ
フ
ェ

は
、
社
長
自

ら
が
食
材
の

産
地
や
生
産

者
を
厳
選
。

料
理
人
が
和

食
、
洋
食
、

中
華
の
メ
ニ

ュ
ー
に
腕
を

ふ
る
っ
て
い

る
。
「
上
州

麦
豚
」
な
ど

群
馬
県
の
恵

ま
れ
た
自
然

条
件
下
で
生

産
さ
れ
た
地
場
食
材
、
自
社

農
園
の
野
菜
な
ど
も
使
用
す

る
。

　
ス
テ
ー
ジ
キ
ッ
チ
ン
で

は
、
料
理
人
が
客
前
で
ラ
イ

ブ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
繰
り
広
げ

る
。
人
気
の
す
し
は
、
豊
洲

市
場
直
送「
天
然
本
マ
グ
ロ
」

を
職
人
が
一
貫
一
貫
握
る
。

焼
き
た
て
の
牛
ス
テ
ー
キ
や

揚
げ
た
て
の
天
ぷ
ら
な
ど
も

提
供
し
て
い
る
。

　
朝
食
も
和
洋
の
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
。
食
事
処
は
随
時
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
。
混
雑
が
生
じ
な

い
よ
う
レ
イ
ア
ウ
ト
に
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
。

　
▽
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か

み
町
湯
原
５
５
１
。
☎
０
２

７
８（
７
２
）３
２
０
０
。h

ttps://www.matsunoi.com/

創
作
会
席
の
一
例

　
秀
峰
岩
手
山
が
望
め
る
岩

手
県
鶯
宿
温
泉
の
ホ
テ
ル
森

の
風
鶯
宿
（
熊
谷
憲
一
社

長
）
。
抜
群
な
景
色
と
癒
や

し
の
温
泉
と
と
も
に
、
同
館

の
大
き
な
魅
力
が
料
理
だ
。

旬
の
食
材
を
生
か
し
た
「
創

作
会
席
」
や
「
炉
端
会
席
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
皿
に

「
岩
手
の
四
季
」
を
映
し
出

す
。

　
９
月
か
ら

は
秋
メ
ニ
ュ

ー
の
提
供
を

開
始
。
「
創

作
会
席
」
で

は
、
キ
ノ
コ

マ
リ
ネ
青
梅

ジ
ュ
レ
掛

け
、
ア
ケ
ビ

肉
詰
め
焼

き
、
キ
ン
メ

ダ
イ
の
茶
わ

ん
蒸
し
な

ど
、
酸
味
、

塩
味
、甘
み
、

苦
み
、
う
ま
み
の
「
５
種
の

味
覚
料
理
」
や
県
産
牛
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
、
地
元
な
ら

で
は
の
食
材
に
ひ
と
手
間
加

え
た
逸
品
を
提
供
す
る
。

　
南
部
曲
が
り
屋
を
模
し
た

レ
ス
ト
ラ
ン
で
囲
炉
裏

い

ろ

り

炭
火

焼
を
味
わ
う
炉
端
会
席
も
楽

し
め
る
。
「
囲
炉
裏
を
囲
ん

だ
温
か
な
ひ
と
と
き
を
、
岩

手
の
旬
と
と
も
に
楽
し
ん

で
」
と
同
館
。

　
藤
原
宏
一
総
料
理
長
は

「
前
菜
か
ら
最
後
の
甘
味
ま

で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　
▽
岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町

鶯
宿

の

の
１
。
☎
０
１

２
０
（
１
２
３
）
３
８
９
。

http://morinokaze.com/

ワ
イ
ン
豚
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

　
山
梨
県
・
富
士
河
口
湖
温

泉
郷
の
秀
峰
閣
　
湖
月
（
小

佐
野
国
博
社
長
）
は
、
全
て

の
客
室
、
庭
園
、
露
天
風
呂

か
ら
富
士
山
を
望
む
絶
景

宿
。
河
口
湖
北
岸
に
立
ち
、

四
季
折
々
に
移
ろ
う
風
景
が

訪
れ
る
た
び
に
異
な
る
表
情

で
客
を
出
迎
え
る
。

　
富
士
の
絶
景
に
加
え
、
料

理
で
も
魅
了
。
旬
の
食
材
を

吟
味
し
て
調
理
し
た
会
席
料

理
を
提
供
し
て
い
る
。
萌
え

る
新
緑
、
湖
を
渡
る
涼
風
、

燃
え
る
紅
葉
、

雪
の
富
士
な

ど
、
季
節
ご
と

に
年
８
回
テ
ー

マ
を
変
え
、
そ

れ
ぞ
れ
料
理
長

が
趣
向
を
凝
ら

し
た
自
慢
の
料

理
が
並
ぶ
。

　
台
物
で
味
わ

え
る
の
が
、
甲

州
名
産
の
ワ
イ

ン
を
飲
ん
で
育

っ
た
「
ワ
イ
ン

豚
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
だ
。

希
少
価
値
の
高
い
甲
州
ワ
イ

ン
豚
は
、
さ
ら
り
と
し
た
脂

身
と
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
肉
質

が
特
徴
で
、
あ
く
や
豚
肉
特

有
の
臭
み
も
気
に
な
ら
な

い
。
湖
月
で
は
、
甲
州
ワ
イ

ン
豚
を
年
間
３
５
０
頭
も
１

頭
買
い
し
て
い
る
。

　
朝
食
は
、
河
口
湖
と
富
士

山
を
一
望
で
き
る
レ
ス
ト
ラ

ン
で
、
和
洋
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
バ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
め

る
。
揚
げ
た
て
の
て
ん
ぷ
ら

は
必
ず
味
わ
い
た
い
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士

河
口
湖
町
河
口
２
３
１
２
。

☎
０
５
５
５
（
７
６
）
８
８

８
８
。http://www.kogetu.c

om/

　
新
潟
県
松
之
山
温
泉
の

「
ひ
な
の
宿
ち
と
せ
」
（
柳

一
成
社
長
）
は
、
周
囲
に
日

本
の
原
風
景
で
あ
る
美
し
い

棚
田
や
ブ
ナ
林
を
眺
め
、
冬

は
積
雪
が
４
㍍
を
超
え
る
こ

と
も
あ
る
雪
深
い
地
に
あ

る
。
「
日
本
三
大
薬
湯
」
の

一
つ
と
い
わ
れ
る
同
温
泉
の

湯
を
源
泉
掛
け
流
し
で
使

用
。
そ
し
て
雪
解
け
水
が
育

む
お
い
し
い
米
や
山
菜
な

ど
、
風
土
そ
の
も
の
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

　
松
之
山
エ
リ
ア
の
名
物

「
棚
田
鍋
」
は
棚
田
米
の
甘

さ
を
引
き
出
し
た
ふ
わ
ふ
わ

の
ス
ー
プ
に
大
根
お
ろ
し
に

見
立
て
た
雪
を
降
ら
せ
、
季

節
の
棚
田
を
鍋
で
表
現
し
て

い
る
。

　

度
の
温
泉
に
３
時
間
、

低
温
調
理
の
「
湯
治
豚

と
う
じ
ぶ
た

」
は

目
の
前
で
切
り
た
て
を
サ
ー

ビ
ス
す
る
ち
と
せ
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
テ
。

　
里
山
の
環
境
や
、
土
地
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し

た
土
着
の
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
が
そ
の

ま
ま
環
境
保
全
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
県
全
体
で
推
進
す
る
「
朝

ご
は
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

発
祥
地
だ
け
に
、
同
館
の
朝

ご
は
ん
も
夕
食
に
負
け
ず
充

実
し
て
い
る
。

　
▽
新
潟
県
十
日
町
市
松
之

山
湯
本

の
１
。
☎
０
２
５

（
５
９
６
）２
５
２
５
。htt

ps://chitose.tv

棚
田
鍋
（
こ
れ
か
ら
の
秋
冬
を
イ
メ
ー
ジ
）

　
長
野
県
上
諏
訪
温
泉
の
浜

の
湯（
井
口
政
徳
社
長
）は
、

湖
上
花
火
や
ワ
カ
サ
ギ
釣
り

で
有
名
な
諏
訪
湖
の
ほ
と
り

に
位
置
す
る
。
同
館
の
自
慢

は
、
長
年
こ
の
地
で
郷
土
料

理
を
提
供
し
て
き
た
総
料
理

長
に
よ
る
本
格
会
席
料
理

だ
。

　
山
菜
、川
魚
、高
原
野
菜
、

マ
ツ
タ
ケ
、
信
州

牛
な
ど
、
四
季
折

々
の
地
元
の
素
材

を
メ
イ
ン
に
、
魚

介
類
な
ど
は
全
国

各
地
か
ら
よ
り
す

ぐ
り
の
素
材
を
巧

み
に
取
り
入
れ
て

い
る
。
ご
飯
は
信

州
安
曇
野
産
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
使
用

し
て
お
り
、
そ
の

お
い
し
さ
に
は
定

評
が
あ
る
。

　
別
注
料
理
で

は
、
諏
訪
湖
で
取

れ
る
ワ
カ
サ
ギ
の
天
ぷ
ら

や
、
生
食
用
馬
肉
を
使
っ
た

桜
身
刺
し
な
ど
の
郷
土
料
理

も
提
供
し
て
い
る
。

　
日
本
料
理
に
合
う
酒
と
し

て
独
自
開
発
し
た
吟
醸
酒

「
浮
城
」
は
、
地
元
酒
蔵
に

特
別
発
注
し
た
珠
玉
の
純
米

大
吟
醸
酒
。
左
党
に
は
ぜ
ひ

味
わ
っ
て
ほ
し
い
逸
品
だ
。

　
同
館
の
美
食
は
個
室
料
亭

で
楽
し
め
る
。
２
階
の
「
浮

城
」
は
日
本
庭
園
を
眺
め
ら

れ
る
本
格
的
な
料
亭
街
で
、

全

室
。１
階
の「
乙
女
滝
」

は
個
室
９
室
と
半
個
室
８
室

を
用
意
し
て
い
る
。

　
▽
長
野
県
諏
訪
市
湖
岸
通

り
３
の
３
の

。☎
０
２
６

６（
５
８
）８
０
０
０
。https:

//www.hamanoyu.co.jp/

同
館
自
慢
の
「
季
節
の
会
席
料
理
」

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
　
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
型
ダ
イ
ニ
ン
グ

「
湖
畔
の
風
」

　
白
樺
リ
ゾ
ー
ト
池
の
平
ホ

テ
ル
（
矢
島
義
擴
社
長
、
２

４
５
室
）
は
、
絶
景
が
広
が

る
露
天
風
呂
や
展
望
サ
ウ
ナ

の
魅
力
に
加
え
、
信
州
の
食

材
を
中
心
と
し
た
四
季
折
々

の
彩
り
豊
か
な
料
理
が
好
評

だ
。
夕
食
、
朝
食
い
ず
れ
も

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形

式
で
お
好
み
の

料
理
を
堪
能
で

き
る
。

　
夕
食
、
朝
食

は
新
本
館
１
階

の
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
　

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
型
ダ

イ
ニ
ン
グ
「
湖

畔
の
風
」
で
。


の
個
店
と
コ

ー
ナ
ー
に
は
、

「
鉄
板
Ｄ
ｉ
ｎ

ｉ
ｎ
ｇ
ほ
と

り
」
「
郷
土
料

理
よ
ら
っ
し
ゃ

れ
」
「
海
鮮
市

場
み
ず
べ
」
「
中
華
料
理
　

湖
飯
店
」「
に
ぎ
り
処
結
び
」

に
各
ジ
ャ
ン
ル
の
料
理
が
並

ぶ
。

　
バ
ル
や
夜
市
さ
な
が
ら
の

空
間
で
、
シ
ェ
フ
が
目
の
前

で
調
理
す
る
オ
ー
プ
ン
キ
ッ

チ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
朝
食
も
、
和
洋
中
、
サ

ラ
ダ
＆
ベ
ー
カ
リ
ー
な
ど
メ

ニ
ュ
ー
が
豊
富
だ
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
池
の
平

ホ
テ
ル
自
社
工
場
直
送
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
地
ビ
ー
ル
、
ソ
ム

リ
エ
が
厳
選
し
た
ワ
イ
ン
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
銘
酒
を
提

供
す
る
。

　
▽
長
野
県
茅
野
市
白
樺

湖
。
☎
０
２
６
６
（
６
８
）

２
１
０
０
。https://www.sh

irakabaresort.jp/

　
長
野
県
湯
田
中
温
泉
の

「
一
茶
の
こ
み
ち
美
湯
の

宿
」
（
斉
須
正
男
社
長
）
で

は
、
旬
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ

た
会
席
料
理
を
提
供
し
て
い

る
。
い
ず
れ
の
料
理
も
信
州

の
ブ
ラ
ン
ド
食
材
を
盛
り
込

み
、
温
泉
で
旅
の
疲
れ
を
癒

や
し
た
後
の
楽
し
み
と
し
て

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
中
で
も
「
信
州
旬

感
　
和
会
席
」
は
、

町
内
栽
培
の
手
も
ぎ

原
木
シ
イ
タ
ケ
が
名

物
。
原
木
が
皿
に
乗

せ
ら
れ
た
状
態
で
提

供
さ
れ
、
シ
イ
タ
ケ

を
も
ぎ
と
っ
て
自
分

で
焼
く
ス
タ
イ
ル

で
、
多
く
の
宿
泊
者

か
ら
人
気
を
集
め

る
。
残
っ
た
種
木
は

持
ち
帰
る
こ
と
も
で

き
、
自
宅
で
栽
培
す

る
た
め
の
説
明
書
も

用
意
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
信
州
プ
レ
ミ
ア

牛
」も
評
価
が
高
い
。長
野
県

独
自
の「
あ
た
ら
し
い
お
い

し
さ
の
基
準
」を
ク
リ
ア
し

た
、香
り
や
食
感
に
優
れ
た

県
産
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
牛

肉
で
、予
約
時
に
好
み
の
調

理
法
を
オ
ー
ダ
ー
で
き
る
。

　
同
館
の
旬
感
和
会
席
は
料

理
の
魅
せ
方
に
も
こ
だ
わ
っ

て
い
る
。千
曲
川
で
取
れ
る

川
魚
の
塩
焼
き
は
、竹
筒
に

見
立
て
た
器
の
中
で
蒸
し
上

げ
る
演
出
な
ど
見
栄
え
に
も

工
夫
と
遊
び
心
が
見
ら
れ

る
。

　
▽
長
野
県
下
高
井
郡
山
ノ

内
町
平
穏
２
９
５
１
の
１
。

☎
０
２
６
９
（
３
３
）
４
１

２
６
。https://yudanakaview

.co.jp/

「
信
州
旬
感
　
和
会
席
」

　
硫
黄
泉
と
食
塩
泉
か
ら
な

る
混
合
泉
が
魅
力
の
「
金
太

郎
温
泉
　
光
風
閣
」
（
木
下

荘
司
社
長
）
。
効
能
豊
か
な

温
泉
に
癒
や
さ
れ
た
後
は
こ

だ
わ
り
の
会
席
料
理
を
堪
能

し
た
い
。

　
会
席
料
理
は
主
に
２
プ
ラ

ン
。富
山
の
地
物
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
か
ら
取
り
寄
せ
た

旬
の
食
材
を

使
用
し
て
い

る
。「
松
会

席
」で
は
、春

は
ホ
タ
ル
イ

カ
や
白
エ

ビ
、冬
に
は

ブ
リ
や
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
な

ど
、富
山
を

代
表
す
る
名

物
を
中
心
に

提
供
。季
節

ご
と
に
厳
選

さ
れ
た
食
材

を
丁
寧
に
調
理
し
、ど
れ
も

素
材
を
生
か
し
た
繊
細
で
ぜ

い
た
く
な
仕
上
が
り
に
な
っ

て
い
る
。「
竹
会
席
」は
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
方
に
満
足
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
品
々
を
提
供
す
る
。

　
別
邸
「
峰
の
界
」
フ
ロ
ア

に
宿
泊
す
る
と
、
「
Ｄ
ｉ
ｎ

ｉ
ｎ
ｇ
瑞
兆
」
で
食
事
を
楽

し
め
る
。
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

な
空
間
で
、
一
品
ず
つ
料
理

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
特
別

な
ひ
と
時
を
過
ご
せ
る
。

　
▽
富
山
県
魚
津
市
天
神
野

新
６
０
０
０
。
☎
０
７

６
５
（
２
４
）
１
２
２
０
。

https://www.kintarouonsen.
co.jp/

厳
選
し
た
旬
の
食
材
を
味
わ
う「
松
会
席
」

新
し
い
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
銀
の
海
」
の

ラ
イ
ブ
キ
ッ
チ
ン

　
稲
取
銀
水
荘
（
加
藤
晃
太

社
長
）
は
今
年

月
で
法
人

化

周
年
を
迎
え
る
。
こ
れ

を
記
念
し
、
２
０
１
７
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
ダ
イ
ニ
ン
グ

「
銀
の
海
」
で
新
た
な
創
作

料
理
の
提
供

を
今
年
４
月

に
開
始
し

た
。

　
同
館
で
の

食
事
提
供

は
、
「
温
か

い
も
の
は
温

か
い
う
ち
に

…
冷
た
い
も

の
は
冷
た
い

う
ち
に
…
」

が
コ
ン
セ
プ

ト
だ
。今
回
、

稲
取
名
物
の

金
目
鯛だ

い

な
ど

定
番
の
会
席

料
理
に
加
え
、
一
皿
ご
と
に

創
作
料
理
を
提
供
す
る
方
式

も
導
入
。
食
事
の
楽
し
み
方

に
幅
を
持
た
せ
た
。

　
こ
れ
ま
で
朝
食
時
の
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
い
た
「
銀
の

海
」
の
ラ
イ
ブ
キ
ッ
チ
ン
を

夕
食
時
に
も
活
用
。
「
金
目

鯛
銀
鱗

ぎ
ん
り
ん

焼
き
」
な
ど
、
総
料

理
長
ら
が
自
慢
の
調
理
技
術

を
披
露
す
る
。
今
回
新
た
な

食
事
提
供
に
乗
り
出
し
た
こ

と
で
、
宿
泊
客
の
満
足
度
を

さ
ら
に
高
め
て
い
る
。

　
▽
静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆

町
稲
取
１
６
２
４
の
１
。
☎

０
５
５
７
（
９
５
）
２
２
１

１
。https://www.inatori-gin

suiso.jp/

　
兵
庫
県
湯
村
温
泉
の
朝
野

家
（
朝
野
泰
昌
社
長
）
は
、

大
浴
場
、
露
天
風
呂
は
も
ち

ろ
ん
、全
て
の
部
屋
の
浴
室
、

洗
面
に
至
る
ま
で
、
自
家
源

泉
か
ら
湧
き
出
る
天
然
温
泉

を
使
っ
て
い
る
。
「
蛇
口
を

ひ
ね
る
と
温
泉
」
。
客
室
の

洗
面
ま
で
天
然
温
泉
を
使
っ

て
い
る
の
は
珍
し
い
。

　
日
本
海
を
間
近
に
控
え
た

土
地
柄
だ
け
に
、
新
鮮
な
食

材
が
多
く
手
に

入
る
。
夕
食
は

四
季
折
々
の
旬

の
食
材
を
最
も

お
い
し
い
状
態

で
提
供
す
る
こ

と
と
、
可
能
な

限
り
手
作
り
す

る
こ
と
に
こ
だ

わ
っ
た
和
風
会

席
料
理
を
個
室

食
事
処
で
提
供

す
る
。

　
日
本
海
と
い

え
ば
カ
ニ
。
こ

れ
か
ら
の
冬
は
、
料
理
長
が

水
揚
げ
日
本
一
の
浜
坂
漁
港

に
出
向
い
て
競
り
落
と
し
た

最
高
品
質
の
松
葉
ガ
ニ
を
最

良
の
調
理
法
で
提
供
し
て
く

れ
る
。
別
注
で
但
馬
牛
や
ア

ワ
ビ
、
の
ど
ぐ
ろ
も
お
す
す

め
。

　
２
０
２
３
年
は
露
天
風
呂

付
き
「
大
人
の
隠
れ
家
　
Ｎ

ｅ
ｗ
　
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
　

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
湯
籠
里
（
ゆ
こ

も
り
）
」
が
誕
生
。
専
用
の

ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
用
意

し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間

で
美
食
と
美
湯
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
。

　
▽
兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉

町
湯
１
２
６
９
。
☎
０
７
９

６（
９
２
）１
０
０
０
。htt

ps://www.asanoya.co.jp

カ
ニ
を
味
わ
う
プ
ラ
ン
の
一
例

（６）第３２８４号 第３種郵便物認可 ２０２５年（令和７年）９月２２日（月曜日）

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
、
全
国
の
温
泉
地
の
人
気
投
票
「
に
っ
ぽ
ん
の

温
泉
１
０
０
選
」
と
と
も
に
、
温
泉
宿
の
人
気
投
票
「
人
気
温
泉
旅
館

ホ
テ
ル
２
５
０
選
」
を
主
催
。
今
年
も
７
月
か
ら

月
末
ま
で
の
４
カ

月
間
、
旅
行
会
社
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
）
、
運
輸
会
社
の
社
員
ら
を
対
象
に
投
票
を
募
っ
て
い
る
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
料
理
」
。
旬
の
食
材
を
生
か
し
た
創
作
料
理
や
、
充
実

し
た
ブ
ッ
フ
ェ
な
ど
個
性
豊
か
な

軒
を
紹
介
す
る
。



大 分 県 ・
別府鉄輪温泉 おにやまホテル

高
級
魚「
シ
マ
ア
ジ
」を
堪
能

鹿児島県・
指宿温泉 いぶすき秀水園

「
美
味
、滋
味
、香
味
の
園
」

千葉県・天津小湊温泉 宿　中屋

イ
セ
エ
ビ
や
旬
の
食
材
で
会
席

栃木県・鬼怒川温泉 あさや

口
コ
ミ
高
評
価
の
ブ
ッ
フ
ェ

栃木県・日光温泉 日光千姫物語

日
光
湯
波
と
季
節
の
食
材

岐阜県・下呂温泉 水明館

多
彩
な
料
理
を
心
ゆ
く
ま
で

広 島 県・
きのえ温泉 ホテル清風館

瀬
戸
内
の
天
然
タ
イ
に
舌
鼓

山口県・
はぎ温泉 萩城三の丸　北門屋敷

冬
の
味
覚「
ふ
く
」満
喫

地
元
の
味
覚
を
楽
し
め
る
和
会
席

　
別
府
の
「
地
獄
め
ぐ
り
」

に
絶
好
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

人
気
の
別
府
鉄
輪
温
泉
お
に

や
ま
ホ
テ
ル
（
上
月
敬
一
郎

社
長
）
。

　
別
府
最
大
級
を
誇
る
露
天

風
呂
は
も
ち
ろ
ん
、
大
分
の

豊
か
な
海
で
育
ま
れ
た
海
産

物
や
噴
出
す

る
温
泉
蒸
気

を
利
用
し
た

「
地
獄
蒸

し
」
な
ど
、

地
元
な
ら
で

は
の
味
覚
を

楽
し
め
る
こ

と
で
も
定
評

が
あ
る
。

　
大
分
県
は

関
ア
ジ
、
関

サ
バ
の
産
地

と
し
て
有
名

だ
が
、
同
館

で
は
関
ア
ジ

よ
り
も
お
い
し
い
と
評
判
の

シ
マ
ア
ジ
を
提
供
。
全
国
的

に
も
漁
獲
量
が
少
な
く
、
高

級
魚
と
し
て
知
ら
れ
る
シ
マ

ア
ジ
を
存
分
に
味
わ
え
る
会

席
料
理
は
何
と
も
ぜ
い
た

く
。
脂
が
の
り
、
か
め
ば
か

む
ほ
ど
に
う
ま
み
が
広
が
る

シ
マ
ア
ジ
の
ほ
か
、
美
し
い

霜
降
り
と
と
ろ
け
る
よ
う
な

味
わ
い
が
特
徴
の
「
お
お
い

た
豊
美
牛
」
、
食
材
本
来
の

風
味
を
引
き
出
す
地
獄
蒸
し

料
理
な
ど
、
豊
後
の
恵
み
を

堪
能
し
た
い
。

　
▽
大
分
県
別
府
市
鉄
輪
３

３
５
の
１
。
☎
０
９
７
７

（
６
６
）１
１
２
１
。https:

//www.oniyama-hotel.co.jp/

会
席
料
理
の
一
例
（
プ
レ
ミ
ア
ム

会
席
「
匠
」
）

　「
砂
む
し
温
泉
」で
知
ら
れ

る
鹿
児
島
県
指
宿
温
泉
の
い

ぶ
す
き
秀
水
園（
湯
通
堂
温

社
長
）は
、「
料
理
の
名
宿
」と

し
て
全
国
に
名
を
は
せ
る
。

陽
光
と
海
と
大
地
に
恵
ま
れ

た
こ
の
地
は
海
の
幸
、山
の

幸
の
宝
庫
。腕
利
き
の
料
理

人
が
こ
の
地
な
ら
で
は
の

「
美
味
、滋
味
、香
味
の
園
」と

称
さ
れ
る
究
極
の
お
も
て
な

し
料
理
を
提
供
す
る
。

　
夕
食
に
は
宿
自

慢
の
４
種
の
会
席

プ
ラ
ン
を
用
意
。

薩
摩
の
旬
の
食
材

を
織
り
込
ん
だ
基

本
会
席
で
味
わ
え

る
の
が「
薩
摩
黒

豚
柔
ら
か
煮
」や

「
あ
わ
び
素
味
噌

み

そ

焼
き
」（
冬
季
は
柿

釜
ふ
ろ
ふ
き
焼

き
）。宿
の
名
物
料

理
で
あ
り
、グ
ル

メ
な
ら
ず
と
も
そ

の
絶
妙
の
味
わ
い

に
感
動
す
る
。

　
季
節
ご
と
の
旬
を
味
わ
う

四
季
彩
会
席
や
、純
粋
黒
豚

を
満
喫
す
る
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

会
席
は
も
ち
ろ
ん
、フ
ォ
ア

グ
ラ
と
フ
カ
ヒ
レ
を
用
い
た

絶
品
の「
フ
ォ
ア
グ
ラ
の
玉

地
蒸
し
」な
ど
が
味
わ
え
る

プ
レ
ミ
ア
ム
会
席
な
ど
も
こ

の
宿
で
し
か
味
わ
え
な
い
ぜ

い
た
く
な
料
理
だ
。

　
同
館
は
昭
和

年
の
旅
館

創
業
時
ま
で
、
蔵
元
と
し
て

焼
酎
を
製
造
販
売
し
て
い

た
。
館
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

銘
柄
の
地
元
焼
酎
を
用
意
。

併
せ
て
楽
し
み
た
い
。

　
▽
鹿
児
島
県
指
宿
市
湯
の

浜
５
の

の

。
☎
０
９
９

３（
２
３
）４
１
４
１
。htt

ps://www.syusuien.co.jp

季
節
の
会
席
料
理
「
秋
の
味
覚
御
膳
」

オーシャンビューの露天風呂付き客室

　
千
葉
県
・
南
房
総
の
城
崎

海
岸
の
海
辺
に
た
た
ず
む
宿

中
屋（
中
田
弘
治
社
長
）は
、

太
平
洋
と
水
平
線
を
望
む
オ

ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
客
室
、

敷
地
内
の
自
家
源
泉
か
ら
湧

く
や
わ
ら
か
な
肌
ざ
わ
り
の

温
泉
が
評
判
。
宿
中
屋
の
魅

力
は
、「
美
景
」「
美
湯
」、

そ
し
て
「
美
食
」
だ
。
房
総

沖
で
と
れ
た
新
鮮
な
魚
介
を

中
心
に
旬
の
食
材
に
こ
だ
わ

っ
た
会
席
料
理
が
好
評
だ
。

　
自
慢
の
料
理
は
、
水
揚
げ

量
日
本
一
の
千
葉
県
が
誇
る

イ
セ
エ
ビ
を
は
じ
め
、
生
き

の
い
い
ア
ワ
ビ
な
ど
の
南
房

総
の
魚
介
を
ぜ
い
た
く
に
使

っ
た
大
漁
会
席
料
理
。

　
例
え
ば
、宿
中
屋
を
代
表

す
る
特
選
会
席
の
献
立
の
一

例
は
、イ
セ
エ
ビ
の
雲
丹

う

に

焼

き
、ア
ワ
ビ
の
踊
り
焼
き
、イ

セ
エ
ビ
や
タ
イ
の
お
造
り
、

イ
セ
エ
ビ
の

田
楽
焼
き
、

キ
ン
メ
ダ
イ

の
香
味
焼
き

や
秘
伝
の
た

れ
の
姿
煮
、

こ
れ
に
牛
ス

テ
ー
キ
と
フ

ォ
ア
グ
ラ
の

洋
皿
が
付
く

と
い
っ
た
豪

華
さ
だ
。

　
「
料
理
を

目
当
て
に
お

泊
ま
り
に
な
る
リ
ピ
ー
タ
ー

が
増
え
て
い
る
。
南
房
総
の

海
の
幸
、
山
の
幸
へ
の
こ
だ

わ
り
と
同
時
に
、
季
節
感
を

重
視
し
、
全
国
の
旬
の
食
材

も
取
り
入
れ
て
い
る
」
と
女

将
の
中
田
淳
子
さ
ん
。

　
季
節
の
料
理
に
は
、
イ
セ

エ
ビ
や
ア
ワ
ビ
に
加
え
、
全

国
各
地
の
高
級
食
材
も
使

う
。
例
え
ば
、
夏
に
は
京
料

理
で
知
ら
れ
る
ハ
モ
の
会
席

料
理
、
秋
か
ら
は
マ
ツ
タ
ケ

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
秋
の

味
覚
御
膳
、
フ
グ
三
昧
の
会

席
料
理
の
プ
ラ
ン
な
ど
を
提

供
し
て
い
る
。

　
宿
中
屋
の
客
室
は
、
露
天

風
呂
付
き
を
含
め
て
計


室
。
全
て
の
客
室
か
ら
海
と

水
平
線
の
パ
ノ
ラ
マ
を
眺
め

ら
れ
る
。
温
泉
は
、
自
家
源

泉
１
０
０
％
の
天
然
温
泉

で
、
露
天
風
呂
や
大
浴
場
、

露
天
風
呂
付
き
客
室
で
堪
能

で
き
る
。
ｐ
Ｈ
８
・
７
と
ア

ル
カ
リ
成
分
が
高
く
、
「
美

人
の
湯
」
と
い
わ
れ
る
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
、「
ジ
ャ
ズ
と

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
夕
べ
」と
題

し
て
プ
ロ
の
音
楽
家
の
生
演

奏
が
特
定
日
の
夜
に
楽
し
め

る
。宿
を
一
歩
出
れ
ば
、海
岸

線
に
遊
歩
道
が
あ
り
、朝
夕

の
散
策
が
気
持
ち
よ
い
。

　
▽
千
葉
県
鴨
川
市
天
津
３

２
８
７
。
☎
０
４
（
７
０
９

４
）１
１
１
１
。https://ww

w.nakayahotel.com/

ス
イ
ー
ツ
も
充
実
し
た
ブ
ッ
フ
ェ

印象的な吹き抜けの空間

　
栃
木
県
・
鬼
怒
川
温
泉
の

老
舗
旅
館
、
あ
さ
や
（
八
木

澤
哲
男
社
長
、
１
９
２
室
）

は
、
和
洋
中
１
０
０
種
以
上

の
料
理
が
並
ぶ
ブ
ッ
フ
ェ
が

人
気
だ
。
口
コ
ミ
で
の
評
価

が
高
く
、
宿
泊
予
約
サ
イ
ト

の
ア
ワ
ー
ド
で
は
、
関
東
エ

リ
ア
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
バ

イ
キ
ン
グ
と
し
て
大
賞
を
受

賞
。

　
ブ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、
秀
峰
館
８
階
の
「
Ａ
Ｓ

Ａ
Ｙ
Ａ
　
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」。

オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
で
は
、

天
ぷ
ら
、
ス
テ
ー
キ
な
ど
を

目
の
前
で
調
理
し
、
揚
げ
た

て
、
焼
き
た
て
を
提
供
。
石

窯
で
焼
き
上
げ
た
あ
つ
あ
つ

の
ピ
ッ
ツ
ァ
も
好
評
だ
。

　
自
慢
の
逸
品
の
一
部
を
紹

介
す
る
と
、日
替
わ
り
の「
一

人
用
鍋
」は
、国
産
牛
の
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
、鍋
焼
き
ハ
ン
バ

ー
グ
、海
鮮

鍋
な
ど
、席

で
火
に
か
け

て
出
来
た
て

を
食
べ
ら
れ

る
。「
あ
さ
や

特
製
和
牛
カ

レ
ー
」は
、厳

選
さ
れ
た
黒

毛
和
牛
と


種
類
の
ス
パ

イ
ス
を
使
用

し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
カ
レ
ー
だ
。

　
「
美
」
と
「
健
康
」
を
テ

ー
マ
に
、
新
鮮
な
野
菜
が
並

ぶ
ベ
ジ
タ
ブ
ル
コ
ー
ナ
ー
、

色
鮮
や
か
な
ス
イ
ー
ツ
や
果

物
が
そ
ろ
う
デ
ザ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー
の
充
実
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
旬
の
食
材
を
使
用
し
た
料

理
・
デ
ザ
ー
ト
の
フ
ェ
ア
も

随
時
開
催
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
今
年
は
９
月
１
日
～


月
９
日
の
期
間
（
予
定
）
、

「
収
穫
祭
～
秋
の
味
覚
フ
ェ

ア
～
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
ブ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
以

外
に
も
、
半
個
室
レ
ス
ト
ラ

ン
、
個
室
料
亭
が
あ
る
。
秀

峰
館
４
階
に
２
０
２
４
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
半
個
室

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ウ
ィ
ス
テ
リ

ア
」
は
、
旬
の
食
材
や
地
元

食
材
を
取
り
入
れ
た
こ
だ
わ

り
の
創
作
料
理
が
堪
能
で
き

る
。
八
番
館
１
階
の
個
室
料

亭
「
日
光
」
で
は
、
盛
り
付

け
や
器
に
も
こ
だ
わ
っ
た
会

席
料
理
を
提
供
す
る
。

　
朝
食
に
も
和
洋
約

種
の

料
理
を
用
意
。
オ
ム
レ
ツ
は

具
材
の
注
文
を
受
け
て
目
の

前
で
調
理
。
サ
ラ
ダ
は
定
番

の
野
菜
か
ら
珍
し
い
野
菜
ま

で

種
以
上
が
そ
ろ
う
。
朝

の
デ
ザ
ー
ト
も
充
実
。
こ
だ

わ
り
の
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト

は
、
厳
選
し
た
バ
ゲ
ッ
ト
を

栃
木
の
卵
と
牛
乳
に
ひ
た
し

て
焼
き
上
げ
て
い
る
。

　
▽
栃
木
県
日
光
市
鬼
怒
川

温
泉
滝
８
１
３
。
☎
０
２
８

８（
７
７
）１
１
１
１
。htt

ps://www.asaya-hotel.co.jp/

特選懐石膳の一例 　
世
界
遺
産
の
日
光
東
照

宮
、
二
荒
山
神
社
、
輪
王
寺

へ
徒
歩
５
分
と
抜
群
の
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
誇
る
「
日
光
千

姫
物
語
」（
根
本
芳
彦
社
長
）。

　
そ
の
名
の
通
り
、
女
性
的

な
優
し
さ
に
満
ち
た
宿
で
、

母
娘
の
旅
や
女
子
旅
で
訪
れ

る
人
が
多
い
。
宿
の
ス
タ
ッ

フ
は
女
性
客
を「
お
姫
さ
ま
」

と
呼
ん
で
細
や
か
に
も
て
な

す
。

　
９
タ
イ
プ
の
客
室
が
あ

り
、
全
室
が
大
谷
川
の
自
然

を
望
む
、
日
本
古
来
の
和
風

美
あ
ふ
れ
る
ワ
イ
ド
な
空

間
。
２
０
２
２
年
は
窓
を
全

開
す
る
と
完
全
な
オ
ー
プ
ン

エ
ア
バ
ス
に
な
る
半
露
天
風

呂
付
き
和
風
ツ
イ
ン
も
誕
生

し
た
。

　
美
肌
効
果
が
顕
著
な
ア
ル

カ
リ
単
純
泉
が
楽
し
め
る
大

浴
場
と
露
天
風
呂
、
超
微
粒

水
粒
が
肌
や
髪
に
潤
い
を
与

え
る
テ
ル
マ
ー
レ

ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
、

シ
ル
キ
ー
バ
ス
な

ど
、
温
泉
施
設
も

女
性
へ
の
配
慮
を

欠
か
せ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
男
性
用
も

ぬ
か
り
な
く
、
ド

ラ
イ
と
ミ
ス
ト
の

２
種
類
の
サ
ウ
ナ

を
用
意
す
る
な
ど

設
備
を
充
実
さ
せ

て
い
る
。

　
夕
食
は
料
理
長

が
地
産
地
消
に
こ

だ
わ
っ
た
特
選
献

立
の
懐
石
料
理
。

基
本
料
理
は
、
京
風
の
含
め

煮
で
供
さ
れ
る
日
光
湯
波

（
ゆ
ば
）
や
、
季
節
の
食
材

で
仕
立
て
る「
千
姫
御
膳
」。

メ
イ
ン
を
ブ
ラ
ン
ド
和
牛

「
Ａ
５
ラ
ン
ク
と
ち
ぎ
和

牛
」
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
へ
と

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
「
特

選
懐
石
膳
」
も
選
べ
る
。

　
食
通
を
う
な
ら
せ
る
の
が

月
替
わ
り
の
「
旬
の
匠
懐
石

膳
」
。
地
産
の
旬
の
食
材
と

品
質
日
本
一
の
海
老
屋
謹
製

御
膳
湯
波
、
Ａ
５
ラ
ン
ク
と

ち
ぎ
和
牛
が
楽
し
め
る
宿
自

慢
の
料
理
だ
。

　
い
ず
れ
の
膳
も
、
減
農
薬

栽
培
、
無
化
学
肥
料
で
育
ん

だ
地
元
農
家
の
特
別
栽
培
米

「
日
光
あ
ん
し
ん
米
」
（
コ

シ
ヒ
カ
リ
）
が
味
わ
え
る
。

　
朝
食
も
充
実
。
日
光
の
お

い
し
い
水
と
国
産
大
豆
で
作

る
豆
乳
豆
腐
を
卓
上
で
煮
て

食
し
て
も
ら
う
。

　
日
光
二
社
一
寺
の
観
光
と

宿
泊
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
プ

ラ
ン
も
用
意
。
世
界
遺
産
の

旅
を
思
う
存
分
満
喫
で
き

る
。

　
▽
栃
木
県
日
光
市
安
川
町

６
の

。
☎
０
２
８
８
（
５

４
）１
０
１
０
。https://ww

w.senhime.co.jp

「
日
光
千
姫
物
語
」
全
景

部
屋
食
の
日
本
料
理

ゲ
リ
ド
ン
サ
ー
ビ
ス
で
と
び
き
り
の

デ
ィ
ナ
ー
を

　
岐
阜
・
下
呂
温
泉
を
代
表

す
る
老
舗
旅
館
、「
水
明
館
」

（
瀧
康
洋
社
長
）
。
肌
あ
た

り
滑
ら
か
な
〝
美
人
の
湯
〟

と
し
て
名
高
い
ア
ル
カ
リ
性

単
純
泉
の
温
泉
を
多
彩
な
浴

場
で
満
喫
し
た
後
は
、
こ
だ

わ
り
の
詰
ま
っ
た
料
理
が
心

と
体
を
満
た
す
。

　
同
館
の
食
事
は
五
つ
の
ス

タ
イ
ル
か
ら
選
択
で
き
る
こ

と
が
最
大
の
魅
力
。

　
部
屋
で
の
和
食
、
地
元
料

理
の
料
理
茶
屋
、フ
レ
ン
チ
、

中
国
料
理
、
和
洋
折
衷
料
理

と
実
に
多
種
多
様
な
食
事
を

楽
し
め
る
。

　
食
材
は
地
物
を
は
じ
め
、

独
自
の
流
通
で
仕
入
れ
た
鮮

度
の
高
い
も
の
を
使
用
。
季

節
ご
と
に
旬
の
食
材
の
持
ち

味
を
生
か
し
た
調
理
法
で
提

供
す
る
。
中
で
も
岐
阜
県
産

の
食
材
に
は
こ

だ
わ
り
を
重
ね

た
。
準
高
冷
地

の
環
境
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
低

農
薬
有
機
栽
培

の
野
菜
や
、
地

元
の
提
携
農
家

か
ら
仕
入
れ
る

土
地
特
有
の
新

鮮
な
食
材
も
取

り
入
れ
て
い

る
。

　「
部
屋
食
」は

厳
選
さ
れ
た
旬
の
恵
み
を
味

わ
う
、極
上
の
和
食
会
席
。京

都
の
高
級
料
亭
で
研
さ
ん
を

積
み
、若
く
し
て
厚
生
労
働

大
臣
賞
な
ど
数
多
く
の
受
賞

歴
を
持
つ
総
料
理
長
が
腕
を

ふ
る
う
。

　
フ
レ
ン
チ
コ
ー
ス
や
飛
騨

牛
ス
テ
ー
キ
な
ど
欧
風
の
メ

ニ
ュ
ー
を
展
開
し
て
い
る

「
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
」で

は
、「
ゲ
リ
ド
ン
サ
ー
ビ
ス
デ

ィ
ナ
ー
」が
一
押
し
。熟
練
し

た
技
術
を
持
つ
サ
ー
ビ
ス
ス

タ
ッ
フ
が
、目
の
前
で
料
理

の
切
り
分
け
や
仕
上
げ
を
行

う
本
場
フ
ラ
ン
ス
流
の
サ
ー

ビ
ス
で
食
事
の
席
を
華
や
か

に
彩
る
。豪
華
で
臨
場
感
あ

ふ
れ
る
お
も
て
な
し
は
目
と

舌
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

　
「
ぎ
ふ
ジ
ビ
エ
加
盟
店
」

な
ら
で
は
の
各
種
ジ
ビ
エ
料

理
付
き
プ
ラ
ン
や
、
飛
騨
の

ご
当
地
グ
ル
メ
も
各
レ
ス
ト

ラ
ン
で
提
供
し
て
い
る
（
数

量
限
定
）
。
飛
騨
納
豆
喰
豚

や
飛
騨
牛
の
肉
汁
が
し
た
た

る
よ
う
な
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、

地
元
の
酒
造
「
天
領
酒
造
」

の
甘
酒
を
使
用
し
た
下
呂
シ

ュ
ー
パ
ル
フ
ェ
な
ど
を
用

意
。
日
帰
り
で
温
泉
と
グ
ル

メ
を
味
わ
え
る
プ
ラ
ン
も
見

逃
せ
な
い
。

　
▽
岐
阜
県
下
呂
市
幸
田
１

２
６
８
。
☎
０
５
７
６
（
２

５
）２
８
０
０
。https://ww

w.suimeikan.co.jp/

　
瀬
戸
内
海
の
離
島
、
広
島

県
大
崎
上
島
に
た
た
ず
む

「
き
の
え
温
泉
　
ホ
テ
ル
清

風
館
」
（
村
上
和
夫
社
長
）

は
、
自
然
と
温
暖
な
気
候
に

恵
ま
れ
た
温
泉
宿
。
柑
橘

か
ん
き
つ

栽

培
や
造
船
が
盛
ん
な
島
な
ら

で
は
の
食
材
を
生
か
し
た
料

理
も
宿
の
魅
力
の
一
つ
だ
。

　
最
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の

が
、
瀬
戸
内
海

で
育
っ
た
天
然

タ
イ
。
地
元
の

漁
師
が
水
揚
げ

後
、
す
ぐ
に
締

め
ず
、
専
用
の

生
け
す
で
落
ち

着
か
せ
、
翌
朝

に
締
め
る
こ
と

で
、
臭
み
が
な

く
う
ま
み
が
際

立
つ
。
潮
の
干

満
差
が
大
き
い

た
め
身
が
引
き

し
ま
り
、
ほ
ん

の
り
ピ
ン
ク
色

に
染
ま
っ
た
身
は
甘
み
も
豊

か
。
お
造
り
や
煮
つ
け
、
釜

め
し
と
、
ど
の
料
理
も
思
わ

ず
舌
鼓
を
打
つ
お
い
し
さ

だ
。

　
島
内
で
栽
培
さ
れ
る
「
文

田
（
ぶ
ん
だ
）
シ
イ
タ
ケ
」

の
フ
ラ
イ
や
グ
ラ
タ
ン
も
人

気
。
肉
厚
で
歯
ご
た
え
が
あ

り
、
か
ん
だ
瞬
間
に
ジ
ュ
ワ

ッ
と
う
ま
み
が
広
が
る
。

　
県
発
祥
の
揚
げ
か
ま
ぼ
こ

「
が
ん
す
」
や
島
の
柑
橘
を

使
っ
た
ジ
ャ
ム
の
食
べ
比
べ

な
ど
、
島
の
味
が
満
載
の
和

洋
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
も
楽
し

み
た
い
。

　
▽
広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上

島
町
沖
浦
１
９
０
０
。
☎
０

８
４
６（
６
２
）０
５
５
５
。

https://hotel-seifukan.co.jp/

タ
イ
の
お
造
り
な
ど
瀬
戸
内
の
恵
み
が

堪
能
で
き
る
創
作
会
席
（
一
例
）

　
山
口
県
萩
の
「
萩
城
三
の

丸
　
北
門
屋
敷
」
（
吉
村
龍

一
朗
社
長
）
は
、
毛
利
の
居

城
だ
っ
た
萩
城
の
城
内
、
か

つ
て
城
を
守
る
重
臣
た
ち
が

居
を
構
え
た
萩
城
三
ノ
丸
の

毛
利
一
門
・
吉
敷
毛
利
家
屋

敷
跡
に
た
た
ず
む
。
世
界
遺

産
「
萩
城
下
町
」
の
中
に
あ

る
唯
一
の
宿
だ
。

　
海
と
山
に
抱

か
れ
た
萩
は
、

春
の
ア
マ
ダ

イ
、
夏
の
瀬
つ

き
ア
ジ
、ウ
ニ
、

ア
ワ
ビ
、
冬
の

「
ふ
く
」
な
ど

新
鮮
な
日
本
海

の
幸
や
、
ブ
ラ

ン
ド
の
む
つ
み

豚
、
長
萩
和
牛

な
ど
豊
か
な
食

材
が
集
う
。
宿

で
は
こ
う
し
た

四
季
折
々
の
旬

の
恵
み
を
生
か

し
た
心
尽
く
し
の
料
理
で
ゲ

ス
ト
を
も
て
な
し
て
く
れ

る
。

　
こ
れ
か
ら
の
冬
は
「
福
・

ふ
く
会
席
」
が
お
す
す
め
。

ふ
く
刺
し
、
ふ
く
唐
揚
げ
、

ふ
く
ち
り
の
３
品
を
中
心

に
、
冬
の
味
覚
ふ
く
を
満
喫

で
き
る
。

　
地
元
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
長
萩

和
牛
は
口
溶
け
の
良
さ
と
良

質
な
脂
と
肉
本
来
の
う
ま
味

が
特
徴
。
山
口
県
が
水
揚
げ

日
本
一
の
ア
マ
ダ
イ
は
、
そ

の
名
の
通
り
甘
味
が
あ
る
高

級
魚
。漁
場
が
港
か
ら
近
く
、

鮮
度
抜
群
だ
。

　
▽
山
口
県
萩
市
堀
内
２
１

０
の

。
☎
０
８
３
８
（
２

２
）７
５
２
１
。https://ww

w.hokumon.co.jp

福
・
ふ
く
会
席
（
イ
メ
ー
ジ
）

（７） 第３２８４号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）９月２２日（月曜日）


